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Tesoro (テゾーロ）、私の宝物
ミモザが満開になりました！　そして、イタリアにとって嬉しいニュースがありました。

シンナー選手が全豪オープンで優勝しました！　２セット先取され諦めムードでしたが、

最後まで粘って、あの逆転劇に勇気をもらいました。　イタリア男子のグランドスラム

優勝は４８年ぶりとのことです。

今年もバレンタインデーが巡ってきました。　イタリアはアモーレの国と言われますが、

パートナーを呼ぶのも名前ではなく、アモーレ。　または私のアモーレと呼んでいる人が

ほとんどです。　子供を呼ぶ時も同様なので、強い愛情の対象はアモーレなのでしょう。

もうひとつの呼び方は、Tesoro(テゾーロ)、宝物です。　大切な宝物のような存在という

ことで、個人的にはアモーレよりテゾーロの方が重みがある感じがします。

そんな中、ようやく長年行きたいと思っていたトリノのエジプト博物館に行ってきました。

カイロの次、世界２位の規模を誇るエジプト博物館で、２００年の歴史のある世界最古

のエジプト博物館とのことです。　モダンにリニューアルされた素敵な空間で、とても

興味深く勉強になりました。　でも紀元前２０００～３０００年にこのような文明が存在

していたなんて、改めて感動です。　展示物の保存状態も良く、特にミイラをどのよう

に保存するかを知っていたということが信じられません。

ガイドツアーには参加しませんでしたが、他のツアーのガイドさんの説明には耳が

ダンボでした。　ひとつ一目惚れした像があって、衣装に星のマークが施されていた

のですが、ガイドさんの説明によると、その当時は見たままのものをリアリスティック

に描くことしかできなかったため、夜空に見える星を描いているのではなくて、海で

取れたヒトデを描いたものだとのことでした。　でもこの素晴らしい展示物も、いつか

エジプト政府が返却してくれと言ってくるのではないかと、密かに心配しています・・・

Cioccolata Calda （チョコラータカルダ、ホットチョコレート）
寒い冬のトリノでは、ホットチョコレートが嬉しいです。 Genovaで飲める

ところはほとんど無いので、冬のトリノを訪れる時の楽しみのひとつです。

でもトリノのは、想像できないほど濃厚で、飲み物というよりは食べる感覚。

ホットチョコレートの起源はマヤ文明に遡ります。　

カカオ豆とコーンをくだいて水を混ぜ、唐辛子を加えて伝統儀式の際に飲ま

れていたのが起源のようです。　甘くなかったようですが・・・

そしてそれをヨーロッパにもたらしたのはコルテス。　スペインに持ち込まれ、その後蜂蜜を入れて甘みを加え、

ようやくスペイン人の口に合うようになり、貴族社会の中でヨーロッパに普及していったようです。　

そして、今回初めて出合ったのが、ミントのホットチョコレート。　シンプルなものにするか迷ったのですが、

ちょっとさっぱりと、ほのかなミント味が大正解で、病みつきになりそうです・・・


